
TH型　オプション　組立説明図

ⓖ六角レンチ…C-2参照
（対辺５）

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて（図－３参照）、パネル＆ボー
ドⓗを２本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの穴にパネル＆ボードⓗの穴を合わせて、
ホワイトボード側の外側から段付ボルトⓓで仮止めして下さい（2ヵ所）。また、パネ
ル側の外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして
下さい（2ヵ所）。

１

２ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

２ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

４ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

TH-Ｎ  900
支柱セット 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　902×405×1265
TH-Ｎ1200 　1202×405×1265
TH-Ｎ1500 　1502×405×1265
TH-Ｎ1800 　1802×405×1265

NLSP-  900
パネル＆ボード 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　849×40×332
NLSP-1200 　1149×40×332
NLSP-1500 　1449×40×332
NLSP-1800 　1749×40×332

SP-  900
全面パネル 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　850×40×300
SP-1200 　1150×40×300
SP-1500 　1450×40×300
SP-1800 　1750×40×300

ＮLR-  900TH
棚板 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　902×255×130
ＮLR-1200TH 　1202×255×130
ＮLR-1500TH 　1502×255×130
ＮLR-1800TH 　1802×255×130

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

ⓓ段付ボルト…各種参照
（Ｍ６×３６）

ⓔＳＷ…各種参照
（スプリングワッシャー）

ⓕナット…各種参照
（Ｍ６）

部品明細 C.（NＬＲ-TH）

C-2.（NＬＲ-TH）

A.（NＬＳＰ）
ボルト類

ⓗパネル＆ボード…1枚

ⓙ棚板…1枚
B.（ＳＰ）

ⓘ全面パネル…1枚 ⓚ棚取付金具…2本

Ａ.パネル＆ボード（NLSP）取付方法 ⓓ…4本、ⓔ…２個、ⓕ…2個
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パネル ホワイトボード

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて（図－３参照）、全面パネルⓘ
を２本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの穴に全面パネルⓘの穴を合わせて、支柱ⓐ
の外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして下さ
い（左右各2ヵ所）。

１

B.全面パネル（SP）取付方法 ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個

棚取付金具ⓚの鉄板部分の穴が開いている方を内側にして、支柱ⓐの任意の穴に
合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして
下さい（2ヵ所）。もう1本の棚取付金具ⓚも、反対側の支柱ⓐに高さを合わせて、
同様に取り付けて下さい。

１

棚板ⓙの穴を、棚取付金具ⓚの穴に合わせて、外側から段付ボルトⓓを差し込み、
内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

３

棚板ⓙを、１で取り付けた棚取付金具ⓚにスライドさせてはめ込んで下さい。2

C,C-2.棚板（NLR-TH）取付方法 C.ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個
C-2.ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個、ⓖ…1本
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※他のオプション品に関しては、各種オプション品に同梱している
取扱説明書を参照して取り付けて下さい。

TH型　支柱セット　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。
部品明細（１梱包）※パネル＆ボード付と全面パネル付には不要部品明細（１梱包）

ⓐ支柱・・・２本
 (左右有り）

ⓑ上補強…1本

ⓒ下補強…1本

ⓓ段付きﾎﾞﾙﾄ…6本
(M6×36)

ⓕナット…4個
(M6)

ⓔSW…4個
（スプリングワッシャー） ⓖ六角レンチ…1本

（対辺５）

組立順序

クランプ

グリップ

クランプ

クランプ

グリップ側を内側に向ける

グリップ側を内側に向ける

グリップ

グリップ

緩める

緩める

緩める

支柱ⓐに付いているクランプのグリップを、作業台の
天板の厚みほど緩めて下さい（左右各2ヵ所）。

１ 裏面および各種取扱説明書を参照し、オプション品を取
り付けて下さい。

４

仮組した支柱セットを、作業台の天板の後方よりスライド
させながらはめ込み、任意の位置でグリップを締め付け
て下さい。

５

仮止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め
付けて下さい。

６

１

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて、
上補強ⓑを2本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの上部の
穴に合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、SWⓔ
とナットⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

２

２
２

２

下補強ⓒを2本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの下部の
穴に合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、仮止め
して下さい（左右各１ヵ所）。

３

クランプ部拡大図

３３

このたびは、ユニオンスチールＴＨ型支柱セットをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。ＴＨ型はあらゆる作業台に取付可能。豊富なオプション
を取り付けることにより、作業効率が格段に向上し、また組み換えも可能ですので、末永くご使用いただけます。

■ 側面や正面から大きな力をかけないで下さい。
破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。

■ 用途以外には使用しないで下さい。
用途以外に使用しますと、怪我の原因になります。

屋外や水のかかる場所に設置せず、また
濡れた物を置かないで下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著しく低下す
る恐れがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明書に
記載の組み立て手順に従って下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒れたり
して、怪我をする恐れがあります。

切断、改造をしないで下さい。
不安定になり危険です。また、切断面のバリ
等で怪我をする恐れがあります。

■

●本製品を第三者に譲渡、貸し出しする場合、必ずこの説明書を添えてお渡し下さい。
※この取扱説明書は紛失しないよう、大切に保管して下さい。

※パネル＆ボード付と全面パネル付には２，３の組み立ては不要です。
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図－１
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図－３

図－４

TH型 支柱セット



TH型　オプション　組立説明図

ⓖ六角レンチ…C-2参照
（対辺５）

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて（図－３参照）、パネル＆ボー
ドⓗを２本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの穴にパネル＆ボードⓗの穴を合わせて、
ホワイトボード側の外側から段付ボルトⓓで仮止めして下さい（2ヵ所）。また、パネ
ル側の外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして
下さい（2ヵ所）。

１

２ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

２ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

４ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

TH-Ｎ  900
支柱セット 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　902×405×1265
TH-Ｎ1200 　1202×405×1265
TH-Ｎ1500 　1502×405×1265
TH-Ｎ1800 　1802×405×1265

NLSP-  900
パネル＆ボード 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　849×40×332
NLSP-1200 　1149×40×332
NLSP-1500 　1449×40×332
NLSP-1800 　1749×40×332

SP-  900
全面パネル 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　850×40×300
SP-1200 　1150×40×300
SP-1500 　1450×40×300
SP-1800 　1750×40×300

ＮLR-  900TH
棚板 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　902×255×130
ＮLR-1200TH 　1202×255×130
ＮLR-1500TH 　1502×255×130
ＮLR-1800TH 　1802×255×130

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

ⓓ段付ボルト…各種参照
（Ｍ６×３６）

ⓔＳＷ…各種参照
（スプリングワッシャー）

ⓕナット…各種参照
（Ｍ６）

部品明細 C.（NＬＲ-TH）

C-2.（NＬＲ-TH）

A.（NＬＳＰ）
ボルト類

ⓗパネル＆ボード…1枚

ⓙ棚板…1枚
B.（ＳＰ）

ⓘ全面パネル…1枚 ⓚ棚取付金具…2本

Ａ.パネル＆ボード（NLSP）取付方法 ⓓ…4本、ⓔ…２個、ⓕ…2個

a

h
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ｆe

パネル ホワイトボード

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて（図－３参照）、全面パネルⓘ
を２本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの穴に全面パネルⓘの穴を合わせて、支柱ⓐ
の外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして下さ
い（左右各2ヵ所）。

１

B.全面パネル（SP）取付方法 ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個

棚取付金具ⓚの鉄板部分の穴が開いている方を内側にして、支柱ⓐの任意の穴に
合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして
下さい（2ヵ所）。もう1本の棚取付金具ⓚも、反対側の支柱ⓐに高さを合わせて、
同様に取り付けて下さい。

１

棚板ⓙの穴を、棚取付金具ⓚの穴に合わせて、外側から段付ボルトⓓを差し込み、
内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

３

棚板ⓙを、１で取り付けた棚取付金具ⓚにスライドさせてはめ込んで下さい。2

C,C-2.棚板（NLR-TH）取付方法 C.ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個
C-2.ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個、ⓖ…1本
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※他のオプション品に関しては、各種オプション品に同梱している
取扱説明書を参照して取り付けて下さい。

TH型　支柱セット　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。
部品明細（１梱包）※パネル＆ボード付と全面パネル付には不要部品明細（１梱包）

ⓐ支柱・・・２本
 (左右有り）

ⓑ上補強…1本

ⓒ下補強…1本

ⓓ段付きﾎﾞﾙﾄ…6本
(M6×36)

ⓕナット…4個
(M6)

ⓔSW…4個
（スプリングワッシャー） ⓖ六角レンチ…1本

（対辺５）

組立順序

クランプ

グリップ

クランプ

クランプ

グリップ側を内側に向ける

グリップ側を内側に向ける

グリップ

グリップ

緩める

緩める

緩める

支柱ⓐに付いているクランプのグリップを、作業台の
天板の厚みほど緩めて下さい（左右各2ヵ所）。

１ 裏面および各種取扱説明書を参照し、オプション品を取
り付けて下さい。

４

仮組した支柱セットを、作業台の天板の後方よりスライド
させながらはめ込み、任意の位置でグリップを締め付け
て下さい。

５

仮止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め
付けて下さい。

６

１

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて、
上補強ⓑを2本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの上部の
穴に合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、SWⓔ
とナットⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

２

２
２

２

下補強ⓒを2本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの下部の
穴に合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、仮止め
して下さい（左右各１ヵ所）。

３

クランプ部拡大図

３３

ＴＨ型　支柱セット
このたびは、ＴＲＵＳＣＯのＴＨ型支柱セットをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。ＴＨ型はあらゆる作業台に取付可能。豊富なオプションを取り
付けることにより、作業効率が格段に向上し、また組み換えも可能ですので、末永くご使用いただけます。

■ 側面や正面から大きな力をかけないで下さい。
破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。

■ 用途以外には使用しないで下さい。
用途以外に使用しますと、怪我の原因になります。

屋外や水のかかる場所に設置せず、また
濡れた物を置かないで下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著しく低下す
る恐れがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明書に
記載の組み立て手順に従って下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒れたり
して、怪我をする恐れがあります。

切断、改造をしないで下さい。
不安定になり危険です。また、切断面のバリ
等で怪我をする恐れがあります。

■

●本製品を第三者に譲渡、貸し出しする場合、必ずこの説明書を添えてお渡し下さい。
※この取扱説明書は紛失しないよう、大切に保管して下さい。

※パネル＆ボード付と全面パネル付には２，３の組み立ては不要です。
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小さい穴

大きい穴
小さい穴

仕様

図－１

図－２

図－３

図－４
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図－１

レール取付金具ⓑを支柱の穴に合わせて、外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からフラ
ンジナットⓔをしっかり締め付けて下さい（１ヵ所）。もう１つのレール取付金具も同様に取り
付けて下さい。

１ 図－1のようにハンガーレールⓐにハンガーフックⓒを入れ（2個）、ハンガーレールⓐを側板の上に乗せて下さい。

２ 図－２のようにレール取付金具ⓗを、ハンガーレールⓐの上にダボ方向に注意して乗せて（ダボでハンガーレールⓐを止める）、上棚側板の穴と合わせて上
からキャプボルトⓘを差し込み、下からSWⓙとナットⓚで仮止めして下さい（2ヵ所）。もう1個のレール取付金具ⓗも同様に取り付けて下さい。

３ 仮止めしたキャップボルトⓘを、六角レンチでしっかり締め付けて下さい。
図－１のようにハンガーレールⓐにハンガーフックⓒを入れ（２個）、ハンガーレールⓐを横
にしてレール取付金具ⓑにはめ込み、９０度回転させて下さい。

ハンガーレールⓐの穴をレール取付金具ⓑのナット位置に合わせて、上からトラスネジⓕとＳ
Ｗⓖでしっかり締め付けて下さい（左右各１ヵ所）。
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図－１

図－２組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

ＮＬＨＴ型　レールハンガー　組立説明図

ＵＬＨＴ－ＬＢＴ型　レールハンガー　組立説明図

ⓓ段付ボルト…２本
（Ｍ６×３６）

ⓕトラスネジ…２本
（Ｍ６×１０）

ⓖＳＷ…２個
（スプリングワッシャー）ⓔフランジナット…２個

（Ｍ６）

六角レンチ
（対辺５）ＴＨ型補強セットに同梱

部品明細

ＴＨ型に取り付ける場合

必要工具
ⓐハンガーレール…1本

ⓑレール取付金具…2個

ⓒハンガーフック…2個

プラスドライバー

ⓙＳＷ…４個
（スプリングワッシャー）

ⓚナット…４個
（Ｍ５）

六角レンチ
（対辺４）ＵＬＲＴ型天板ｾｯﾄに同梱

部品明細

必要工具ⓐハンガーレール…1本

ⓗレール取付金具…2個

ⓒハンガーフック…2個

ＵＬＲＴ型に取り付ける場合

支柱

柱

柱

上棚側板

上棚側板

側板

ⓘキャップボルト…４本
（M５×10）

ダボ

ダボ

※上棚を取り付ける場合は、先に上棚を取り付けてから以下の作業を行って下さい。

型番

ULHT-  900LBT

寸法(mm)

W  880×D72×H35
ULHT-1200LBT W1180×D72×H35

仕様

型番

NLHT-  900LBT

寸法(mm)

W  871×D40×H63
NLHT-1200LBT W1171×D40×H63

仕様
型番 寸法(mm)

NLHT-1800LBT W1771×D40×H63

NLHT-1500LBT W1471×D40×H63

このたびは、ユニオンスチールのレールハンガーをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。レールハンガーは色々な作業台に取付可能で、バラン
サーやエアツールなどを吊り下げることができるため、作業の効率化を図ることができ、末永くご使用いただけます。

■ 側面や正面から大きな力をかけないで下さい。
破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。

■ 用途以外には使用しないで下さい。
用途以外に使用しますと、怪我の原因になります。

屋外や水のかかる場所に設置せず、また
濡れた物を置かないで下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著しく低下す
る恐れがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明書に
記載の組み立て手順に従って下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒れたり
して、怪我をする恐れがあります。

切断、改造をしないで下さい。
不安定になり危険です。また、切断面のバリ
等で怪我をする恐れがあります。

■

●本製品を第三者に譲渡、貸し出しする場合、必ずこの説明書を添えてお渡し下さい。
※この取扱説明書は紛失しないよう、大切に保管して下さい。

レールハンガー
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レール取付金具ⓑを支柱の穴に合わせて、外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からフラ
ンジナットⓔをしっかり締め付けて下さい（１ヵ所）。もう１つのレール取付金具も同様に取り
付けて下さい。

１ 図－1のようにハンガーレールⓐにハンガーフックⓒを入れ（2個）、ハンガーレールⓐを側板の上に乗せて下さい。

２ 図－２のようにレール取付金具ⓗを、ハンガーレールⓐの上にダボ方向に注意して乗せて（ダボでハンガーレールⓐを止める）、上棚側板の穴と合わせて上
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図－２組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。
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ＵＬＨＴ－ＬＢＴ型　レールハンガー　組立説明図
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レールハンガー


